
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み特別企画を実施しました 

愛知・名古屋 戦争に関する資料館（以下「資料館」という。）では、戦争体験を次世代に

伝え、平和の大切さを学んでいただくため、夏休み特別企画を行っています。 

今年は、8 月 6 日から 8 月２３日にかけて、小中高生などを対象に「戦争体験談を聞く

会」（全 8 回）、一般の方向けに「原爆被災体験を聞く会」（１回）と「専門家による特別講

座」（全２回）を実施し、たくさんの方々にご参加いただきました。心より御礼申し上げま

す。 

資料館では、今後も戦争について学んでいただける企画を用意してまいりますので、展示

見学と合わせて、ぜひお越しください。 

「戦争体験談を聞く会」では、戦争を実際に経験した方や、戦争体験談を引き継ぐ語り手 

からお話を伺いました。その後、館内で戦争に関する実物資料を見学し、参加者の皆さまに 

戦争について考えていただきました。 

戦争体験談を聞く会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「原爆被災体験を聞く会」では、広島に原爆が投下された日にあたる 8 月 6 日に被災

者の方に体験談を語っていただきました。 
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「専門家による特別講座」では、資料館の運営・展示に日ごろから御助言いただいて

いる２名の専門家の先生方に、「眠れる不発弾は何を語りかけているのか」、「『航空機

名古屋』の実態」のテーマで、この地域の戦争について講演していただきました。 

専門家による特別講座 

愛知・名古屋 
戦争に関する資料館 


